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性度を持つ一方で、 α位に生じたカチオン中心を安定化するという特徴を有する c これまで、 gem・ジフルオ
ロアルケンのプロトン化で αー フルオロカルボカチオン種を生成し、 Friedel-Crafts型環化に利用する手法が
あった。しかし、フッ素の電子求引性のため、 gem-ジフルオロアルケンのプロトン化には超強酸の使用が
必須だった。筆者はgem伽ジフルオロアレンの電子豊富アルケン部位を足がかりとすることで、穏和なルイ



















ンからフッ化物イオンを脱離させれば αー フルオロカルボカチオンが生成すること、またこれを Friedel-
Crafts型反応に利用することで、中性アレーン類のお2'型反応を実現できると考えた。筆者はフッ素一金属
間の結合解離エネルギーを指標としてルイス酸について徹底的に検討を行い、これまでに例のなかった酸性
条件下での SN2'型反応、を実現した。
審査の結果の要旨
本研究では、柔軟な発想と論理的な思考に基づき、多彩なgem-ジフルオロビニル化合物を創出している。
筆者自身による検討により、これらは有用な合成中間体であることも立証されている。第 l章で筆者が指摘
している通り、 gel作ジフルオロピニル化合物は基礎・応用両面で極めて重要な化合物群であり、今後その
傾向が一層強くなることは間違いなI.t)o 本研究は、 gem-ジフルオロピニル化合物の合成と利用法の開発を
通じて、関連分野の発展に大きく貢献するものであり、その価値は充分に認められる。
平成 24年2月13日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、著者
に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって、合格と
判定された。上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。
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